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みなさん、こんにちは。１０月に入り秋の訪れを感じさせる季節になりました。 

 今回も話題たくさん、季刊広報誌「青葉の風」第６号をお届けいたします。 

  

                         
 

 天皇賜杯第 63回軟式野球大会でベスト４の快挙 

軟式野球大会では最もレベルが高いといわれています天皇賜杯軟式野球大会が 

9 月 12 日から埼玉県で行われました。全国の各都道府県の予選を勝ち抜いた強

豪 56 チームが集まりトーナメントで試合が進められ、当院は居並ぶ強豪を破り

続けましたが、準決勝で昨年優勝チームの奈良県代表の佐藤薬品工業（大会 2

連覇）に惜敗しました。本大会ベスト４の快挙は当院野球部史上初です。今後の

活躍に弾みをつけ、更なる目標に向けて頑張りますので、皆様のご声援をお願い

いたします。 

 

 滋賀県交通安全推進大会にて表彰 

平成 20年 9月 5日に守山市民ホールで行われました滋賀県交通安全推進大会で、当院

の安全運転管理者である高田治朗事務局長が交通栄誉章緑十字銅賞を受けました。これ

は企業内で交通事故防止や、交通安全にかかる長年の地道な活動が評価されたものです。

これからも職員の交通マナーを高め、交通安全、安全運転の実践に向けて啓発を図って

いきます。 

 待ち時間調査にご協力ありがとうございました 

外来診察における患者様の待ち時間調査を、８月２５日から３０日までの 

６日間実施させていただきました。 待ち時間調査実施にあたり、患者様に 

ご協力いただきありがとうございました。調査の結果につきましては、後日 

院内に掲示させていただきます。   （ 医事課 外来受付より ） 
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盆踊りの感想 を入院中の患者さんからご投稿いただきました。 

８月７日にスタッフと作業療法の職員さんたちと 

盆踊りをして楽しくさせていただきました。ジュース 

やかき氷も食べてうれしかったです。また来年もぜひ 

参加したいです。ゆかたをきせていただき、来年は 

もっと踊りを長く踊りたいと思います。来年はたこ焼き 

や、たいやきがあるともっとおもしろいと思います。 

太鼓の音色がきれいでおもしろく、音頭がよくて楽しく盆踊りができてよかっ

たです。来年は１時間長く盆踊りをしてもらうともっといいと思います。 
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家族ミーティングについて   看護部 外来 嶋田節 

家族ミーティングは昨年度よりスタートし、今年 2年目になります。 

内容は 2部構成となっており、勉強会と患者様のご家族主体の生活技能 

訓練（ＳＳＴ ＝ Social Skills Training：生活技能訓練）で構成 

しています。家族 SSTの第一の目的は、家族自身が自分の人生を楽しめる 

ことです。 ご家族の方が抱える悩みは決して浅いものではありません。 

実際の SSTの場面では、ご家族の方が心の内に溜め込んでおられるものを如何に 

引き出すか、どれだけ話してすっきりしてもらえるかが重要です（他のスタッフはもっと真面目に別のこ

とを考えているかもしれません）。私自身は、笑いをとれるくらいがちょうどいい・・・・と思ってやっ

ています。 昨年度、「こういう場所が欲しかった」「また来年も実施して欲しい」というご家族の貴重な

ご意見を頂き、今年度初めより、毎月打ち合わせを行ってきました。実際の場面を見た方々はおそらく笑

われると思いますが、スタッフがご家族に扮し SSTの練習も行ないました。（本人たちは極めて真剣です）

今年度は全 5回の予定で 7月よりスタートし、なかなか好評です。スタッフ一同少しでも患者様ご家族の

お力になれればと考え、これからも努力して参りますのでよろしくお願いします。 
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こころのエッセイ  鳥のから揚げから学んだ教訓    医療社会事業課 係長  中村 能 

家族で外食した時、混んでいたので注文をメモ紙に書いて下さいと言われた。 

ラーメン１、チャーハン２・・・鳥のから揚げ１、ダンゴ６個と書いて渡した。 

調子よく順次たのんだものが出てきたが、鳥のから揚げが大きな皿に山のように 

でできたのには驚いた。店員に確認すると鳥のから揚げ６と書いてしまっていた 

のだ。訂正もきかず、追加で違うものも食べたかったが、とにかく鳥のから揚げ 

を食べ続けた。怒るに怒れず笑っているしかなく鳥のから揚げの会話ばかり。 

「ラーメンでなくてよかったなあ。」などとなぐさめられた。 

大そうなお金を払わせていただき、当然食べることができず仕方なく持ち帰ることにした。 

次の日、仕事から帰り、「今日の晩御飯のおかずは」と聞くと子供から今日も鳥のから揚げと言われ、

昨日のことがよみがえり納得せざるを得なかった。今後は「確認が必要だ」と言っても説得力がなかった。

好きなものが嫌いになる瞬間でもあるなと思った。 
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毎年この時期になると、病院の中庭に菊の鉢がずらりと並べられます。 

春に挿し木された苗が、農園で丁寧に世話され、毎年見事な花を咲かせて

くれます。秋の日差しに菊の香りに誘われて、多くの患者さんが中庭に出

てくつろいでおられる風景を見えます。日本の秋ってほんとうにいいなあ

と心から思います。  


